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国連主催のVLRに関する会議

ハイレベル政治フォーラム（HLPF）2020
の前にオンライン開催

① 6月 ワークショップ （世界の国・都市から約90名が参加）

② 7月 専門家グループ会議 （Expert Group Meeting）

東京都, 横浜市, 福岡市
が参加

IGESが
Speakerとして参加

次回は、2020年秋
主催者の国連経済社会局（UNDESA）は、関心がある都市へ招待したいとのこと。

Pre-meeting on Sub-national reviews of SDGs Implementation

SDGs実施の地方政府のレビューに関する準備会議
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Multi-level governance & subnational reporting on VNRs and VLRs
国連経済社会局 UNDESA主催 7月8日

VNR LAB
（ワークショップ）

VLR Declaration- Unity of SDGs & VLR in COVID-19 Management for Local Govt.

UN‐Habitat/ UCLG主催 7月8日

3rd Local and Regional Governments Forum on the 2030 Agenda特別イベント
Global Task Force/ UNDESA/ UN-Habitat/ UNDP/ Local2030共催 7月13日

Bolstering local action to control pandemic & accelerate implementation

国連経済社会理事会ECOSOC主催
7月9日本会議

National experience on VNR process: Finland
フィンランド主催 7月16日

イベント

Role for Cities & Regions to leave no-one behind: Integrating Local with National
OECD主催 7月15日

ハイレベル政治フォーラム（HLPF)
2020年7月 オンライン開催

神奈川県・黒岩知事
が登壇

フィンランド国VNRと
市VLR (Helsinki, Espoo, Turku)

の連携が賞賛

VLR Series Launch

UN‐Habitat/ New York City主催 7月17日
福岡市長メッセージ

北九州市が参加しているSDGs都市プログラム
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HLPF2020におけるVLR・自治体の動向のポイント

 SDGs実施の検証（レビュー）手段として、VLRの注目度がアップ。

 レポートの公表から、どう作成したかに焦点が移行

 ステークホルダーの参画

 国（VNR)と自治体（VLR)の連携

 自治体向けVLRガイドラインや好事例の共有ニーズが高まっている。
（UCLG・HABITATやEUがVLRガイドライン作成）

 「VLR Declaration」（NY市のイニシアティブでVLR実施コミット）に署名した都
市は200を超える（横浜市、福岡市含む）。

 今年HLPFでのアジア地域の都市のプレゼンスは低めであった。
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UN-Habitat (国連人間居住計画) 
UCLG（世界都市自治体連合）が

作成したVLRガイドライン



55

2019. 3
APFSD

アジア会合
北九州市副市長

2019.9
SDGs Summit
浜松市長VLR

VLR Declaration
(福岡市、横浜市）

2020.7
HLPF

オンライン
（神奈川県知事）

2020.5
APFSD

アジア会合
オンライン

2018.7
HLPF
初VLR

北九州市長
下川町
富山市

2019.7
HLPF

富山市長
（神奈川県知事）
北九州市協議会
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日本語版

英語版 （計11,000）
４自治体のVLR合計数

（計7,000）

✓VLRへの注目の高まりは、ダウンロード数からも明らか

✓英語版が多いことから、海外からの注目度が高い

✓最近は、日本語版が増えている

日本の4自治体（北九州市、下川町、富山市、浜松市）のVLR
IGES-HPからの月ダウンロード数 （2018年7月～現在）

https://www.iges.or.jp/en/projects/vlr
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